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毎
日
、
腹
一
杯
に
満

足
行
く
ま
で
食
事
を
し

て
は
い
ま
せ
ん
か
？

お
金
さ
え
出
せ
ば
何

で
も
手
に
は
い
る
と
い

う
、
物
質
面
で
の
豊
か

さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
が
・
・
・
。

食
生
活
に
お
い
て
も
飽
食

の
時
代
、
グ
ル
メ
指
向
な
ど

と
贅
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
恵
ま
れ
す
ぎ
が

健
康
面
に
影
響
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
大
い
に
あ
る
の
で

す
。
腹
一
杯
の
ご
馳
走
、
夜

遅
く
ま
で
の
不
規
則
な
飲
食
、

あ
る
い
は
子
ど
も
や
若
者
の

わ
が
ま
ま
な
偏
食
等
々
、
こ

れ
で
は
結
果
オ
ー
ラ
イ
と
は

い
き
ま
せ
ん
。

我
が
国
で
は
、
40
歳
以
上

の
男
性
の
２
人
に
１
人
、
女

性
の
５
人
に
１
人
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該

当
す
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
が
正
し
い
食
事
の

知
識
を
持
つ
こ
と
は
自
身
の

健
康
を
守
る
と
同
時
に
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
の
食
育
に

も
な
り
ま
す
。

あ
る
医
者
の
研
究
に
よ
る

と
、
獣
肉
食
、
脂
肪
、
砂
糖

な
ど
炭
水
化
物
の
摂
取
を
控

え
魚
介
類
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
と
り
、
味
は
す
べ
て
薄

味
に
す
る
と
平
均
寿
命
が
二

倍
に
な
る
と
あ
り
ま
す
。
家

庭
を
預
か
る
主
婦
の
責
任
は

重
く
“
亭
主
殺
す
に
ゃ
刃
物

は
い
ら
ぬ
、
ど
ん
ど
ん
ご
馳

走
出
せ
ば
よ
い
”
と
い
う
冗

句
も
あ
る
よ
う
で
す
。

食
生
活
の
改
善
と
と
も
に
、

や
は
り
暴
飲
暴
食
は
絶
対
に

慎
み
ま
し
ょ
う
、
古
人
は
腹

八
分
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

長
寿
ま
っ
と
う
さ
れ
た
方
々

は
み
ん
な
理
想
的
な
食
生
活

で
腹
八
分
を
励
行
さ
れ
た
そ

う
で
す
。「
腹
八
分
に
医
者
い

ら
ず
」
と
い
う
よ
う
に
。

食
事
は
自
分
の
体
調
に
従

い
、
程
よ
く
楽
し
ん
で
食
べ
、

酒
好
き
の
人
は
適
度
に
嗜
ん

で
「
お
前
百
ま
で
、
わ
た
し

ゃ
九
十
九
ま
で
」
と
幸
多
き

人
生
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
業
務
は
、
毎
日

人
と
の
対
面
が
あ
り
ま
す
。

明
る
く
笑
顔
で
、
心
は
爽
や

か
、
健
康
な
体
は
仕
事
の
基

盤
、
自
ら
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

琴
海
地
域
事
務
所
長

陸to海to空

食
生
活
と
健
康
法
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長
崎
地
本
は
、
10
月
８
日

西
部
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長

（
行
政
）
太
田
陸
将
補
の
視
察

を
受
け
た
。

行
政
副
長
は
、
地
本
本
部

を
皮
切
り
に
、
長
崎
募
集
案

内
所
、
諫
早
、
大
村
各
地
域

事
務
所
及
び
佐
世
保
出
張
所

を
精
力
的
に
視
察
さ
れ
た
。

本
部
に
お
い
て
は
、
長
崎

地
方
協
力
本
部
の
特
性
や
募

集
・
援
護
・
広
報
・
国
民
保

護
等
の
現
況
、
問
題
点
を
認

識
さ
れ
た
上
で
、
厳
し
い
環

境
下
で
の
活
動
に
対
す
る
激

励
と
効
果
的
・
効
率
的
な
活

動
へ
の
示
唆
を
与
え
る
と
と

も
に
、
地
本
の
要
望
事
項
に

対
し
て
は
真
摯
に
対
応
す
る

と
し
て
本
部
を
後
に
し
た
。

各
所
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
長
・
広
報
官
に
対

す
る
日
頃
の
苦
労
を
労
う
と

と
も
に
、
少
子
・
高
学
歴
化

に
お
け
る
募
集
難
の
実
態
や

各
所
毎
の
特
質
等
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
ら
れ
た
。

各
所
の
広
報
官
は
、
最
初

こ
そ
や
や
緊
張
の
面
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
行
政
副
長
の
温

和
な
性
格
に
緊
張
も
す
ぐ
に

解
け
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
活
動
に
関
す

る
本
音
（
本
質
）
を
発
言
す

る
こ
と
が
で
き
、
長
崎
地
本

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
視

察
や
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

行
政
副
長
か
ら
頂
い
た
激

励
の
言
葉
を
今
後
の
募
集
業

務
に
糧
に
し
て
、
平
成
20
年

度
長
崎
地
本
に
与
え
ら
れ
た

目
標
の
達
成
に
向
け
て
各
所

は
決
意
を
新
た
に
し
た
。

地
本
長
の
「
厳
し
い
募
集

環
境
に
対
応
す
る
た
め
所
長

等
会
議
を
毎
月
実
施
」
と
の

方
針
に
基
づ
き
、
所
長
等
会

議
（
離
島
所
長
除
く
）
を
募

集
業
務
の
中
間
成
果
が
得
ら

れ
た
、
10
月
20
日
、
本
部
に

お
い
て
実
施
し
た
。

会
議
は
、
地
本
長
か
ら

「
募
集
環
境
の
変
化
及
び
心
構

え
等
」
の
訓
示
を
受
け
た
後
、

採
用
試
験
結
果
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
２
等
陸
海
空

士
（
男
子
）
の
追
加
募
集
目

標
、
そ
の
要
領
及
び
高
等
工

科
学
校
（
仮
称
）
生
徒
の
募

集
広
報
に
関
し
徹
底
を
行
い

本
部
及
び
各
所
に
お
け
る
募

集
状
況
の
確
認
を
図
っ
た
。

特
に
21
年
度
に
お
け
る
域

内
企
業
の
募
集
の
傾
向
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
「
厳
し

い
自
衛
官
募
集
環
境
へ
の
対

応
」
に
関
し
て
検
討
会
を
実

施
し
追
加
募
集
業
務
等
の
資

と
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
勝
負
で
あ
る
。

難
関
に
挑
戦

看

護

学

生

10
月
25
日
、
陸
自
相
浦
駐

屯
地
及
び
大
村
市
商
工
会
議

所
に
お
い
て
、
看
護
学
生
の

１
次
試
験
が
行
わ
れ
た
。

受
験
者
数
は
男
子
10
名
、

女
子
84
名
の
合
わ
せ
て
94
名

が
自
衛
隊
の
看
護
師
と
し
て

の
道
を
選
び
受
験
し
た
。

11
月
６
日
に
一
次
試
験
合

格
者
（
２
面
参
照
）
が
発
表

さ
れ
、
23
日
、
自
衛
隊
福
岡

病
院
で
二
次
試
験
が
行
わ
れ
、

最
終
合
格
者
は
平
成
21
年
１

月
９
日
に
発
表
さ
れ
る
。

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

自
衛
隊
の
採
用
試
験
で
最

も
難
し
い
と
さ
れ
る
防
衛
医

科
大
学
校
学
生
採
用
一
次
試

験
が
11
月
１
日
、
２
日
、
長

崎
市
内
の
予
備
校
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。

今
年
の
受
験
者
は
、
男
子

75
名
（
内
１
名
は
福
岡
地
区

で
受
験
）、
女
子
29
名
の
合
わ

せ
て
１
０
４
名
で
、
昨
年
に

比
し
16
名
の
増
加
で
、
難
関

突
破
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
が
真

剣
に
試
験
に
取
り
組
ん
で
い

た
。一

次
試
験
の
合
格
発
表
は

25
日
に
行
わ
れ
る
。
12
月
上
旬

の
二
次
試
験
を
経
て
最
終
合

格
者
は
、
平
成
21
年
２
月
13
日

に
行
わ
れ
る
。

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生

一
次
試
験
は
11
月
15
日
、
16
日

行
わ
れ
る
。

陸
自
ヘ
リ
体
験
搭
乗

長
崎
地
本
は
、
10

月
18
日
に
海
自
大
村

航
空
基
地
（
22
空
群

広
報
支
援
）
に
お
い

て
、
陸
自
西
部
方
面

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第

３
飛
行
隊
の
支
援
を

得
て
輸
送
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
（
Ｃ
Ｈ
｜
47
）

の
体
験
搭
乗
を
募
集

対
象
者
及
び
募
集
協

力
者
等
と
そ
の
家
族

に
対
し
実
施
し
た
。

今
年
は
７
月
に
計

画
し
て
い
た
が
、
実

施
日
、
予
備
日
と
も

に
悪
天
候
で
中
止
と

な
っ
て
い
た
た
め
今

年
本
土
で
は
初
め
て

の
体
験
搭
乗
と
な
っ

た
。今

回
は
陸
自
竹
松
駐
屯
地

広
報
が
実
施
す
る
体
験
搭
乗

と
合
同
で
行
わ
れ
、
合
計
で

３
フ
ラ
イ
ト
実
施
さ
れ
た

（
１
、
２
フ
ラ
イ
ト
目
は
長
崎

地
本
担
当
）。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
秋

晴
れ
で
風
も
な
く
空
気
も
澄

ん
で
い
て
、
ま
さ
に
体
験
搭

乗
日
よ
り
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
島
原
方
面
（
２

フ
ラ
イ
ト
目
）
へ
と
ヘ
リ
が

進
み
、
有
明
海
諫
早
湾
干
拓

潮
受
け
堤
防
上
空
を
通
過
し
、

雲
仙
普
賢
岳
平
成
新
山
ま
で

進
ん
だ
。
そ
の
平
成
新
山
が

ヘ
リ
窓
か
ら
見
え
る
と
、
搭

乗
者
は
上
空
か
ら
見
る
初
め

て
の
景
色
に
感
動
し
て
い
た
。

ま
た
、
機
内
で
は
学
生
た
ち

が
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
興
味
を

示
し
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。今

回
の
体
験
搭
乗
で
一
人

で
も
多
く
の
若
者
が
自
衛
隊

を
受
験
し
入
隊
し
て
く
れ
る

事
を
願
い
な
が
ら
現
地
を
後

に
し
た
。

長
崎
地
本
で
は
、

２
等
陸
海
空
士
の
募

集
を
実
施
し
て
ま
す
。

募
集
受
付
期
間
は

12
月
３
日
ま
で
で
、

採
用
試
験
は
12
月
６

日
、
陸
自
相
浦
駐
屯

地
（
佐
世
保
）
で
行

い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

採
用
予
定
月
（
今

回
は
３
・
４
月
）
の

１
日
現
在
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子
。

な
お
、
次
の
方
は
こ

の
試
験
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

ア
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

者
。

イ
、
次
に
示
す
自
衛
隊
法
第

38
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

自
衛
隊
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
な
い
者
。

○
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保

佐
人
。

○
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま

で
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者
。

○
法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒

免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該

処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者
。

○
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た

者
。

【
試
験
種
目
】

・
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

社
会
及
び
作
文
）

・
口
述
試
験

・
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

【
主
な
身
体
検
査
の
合
格
基
準
】

・
身
長
１
５
５
㎝
以
上
で
胸

囲
・
体
重
は
身
長
と
均
衡
を

保
っ
て
い
る
も
の
（
例：

身

長
１
７
６
〜
１
７
９
㎝
未
満

の
場
合
、
胸
囲
82
㎝
以
上
で

体
重
が
56
㎏
以
上
86
・
５
㎏

未
満
）

・
肺
活
量
は
３
０
０
０
㏄
以

上
。

・
視
力
は
①
両
眼
の
裸
眼
視

力
が
0.6
以
上
又
は
裸
眼
視
力

が
0.1
以
上
で
矯
正
視
力
が
0.8
以

上
の
も
の
。
②
両
眼
の
裸
眼
視

力
が
0.1
未
満
は
屈
折
度
測
定
に

よ
り
判
定
す
る
。
③
色
覚
は
、

色
盲
又
は
強
度
の
色
弱
で
な
い

も
の
。

・
聴
力
は
正
常
な
も
の
。

・
歯
に
つ
い
て
、
多
数
の
ウ
歯

又
は
欠
損
歯
（
治
療
を
完
治
し

た
も
の
を
除
く
）
の
な
い
も
の
。

・
そ
の
他
、
身
体
健
全
で
慢
性

疾
患
、
感
染
症
、
四
肢
関
節
等

に
異
常
の
な
い
も
の
。
開
腹
手

術
の
既
往
歴
（
た
だ
し
、
腹
腔

教
下
手
術
の
実
施
後
５
年
以
上

再
発
・
後
遺
症
が
な
い
も
の
、

外
そ
け
い
、
臍
ヘ
ル
ニ
ア
根
治

術
、
腸
管
癒
着
症
状
を
残
さ
な

い
虫
垂
切
除
術
を
除
く
）
の
な

い
も
の
。
刺
青
が
な
い
も
の
。

※
慢
性
疾
患
に
含
ま
れ
る
も
の

一
、
気
管
支
喘
息
（
治
癒
し
た

小
児
喘
息
を
除
く
）。

二
、
常
時
治
療
を
要
す
る
又
は

感
染
症
を
伴
う
重
症
な
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
。

三
、
腰
痛
（
５
年
以
上
無
症
状

で
再
発
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の

を
除
く
）
脊
椎
疾
患
に
か
か
わ

る
手
術
を
５
年
以
内
に
受
け
た

も
の
。

四
、
て
ん
か
ん
、
意
識
障
害
の

既
往
歴
の
あ
る
の
も
（
た
だ
し
、

乳
幼
児
期
に
限
定
し
た
熱
性
け

い
れ
ん
等
を
除
く
）。

五
、
過
度
の
肥
満
症
。

な
お
、
細
部
試
験
等
に
つ
い

て
は
お
近
く
の
地
域
事
務
所
等

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

各地域事務所等連絡先

厳

し

い

募

集

長
崎
県
の
特
性
を
視
察

所
長
等
会
議
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長
崎
地
本
O
B
会
で
は
、
本
紙
「
長
崎
地
本
だ
よ
り
」
に
掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
中
で
す
。

広
告
サ
イ
ズ
・
広
告
料
＝
（
一
枠
）
ヨ
コ
１
２
０
ミ
リ
×
タ
テ
55
ミ
リ：

１
万
円
、（
半
枠
）
ヨ
コ
60
ミ
リ
×
タ
テ
55
ミ
リ：

５
千
円
。
一
枠
で
年
間
契
約
し
て
い
た
だ
く
と
、
２
ヶ
月
分
を
割
引
き
い
た
し
ま
す
。

「
長
崎
地
本
だ
よ
り
」
は

毎
月
5
日
に
発
刊
し
て
い
ま
す
。

各種看板制作
メンテナンス
雷鳴（火矢）
イベントツール
久寿玉

代表 村　中

NIKKAN  SYSTEM

OA機器・スチール家具・事務用品販売�

株式会社　ニッカンシステム�
〒850-0046　長崎市幸町3番19号�

TEL 095-826-4271  FAX 095-826-4273�
ISO14001認証取得企業�

息
子
は
、
高
校
２
年
ま
で

大
学
進
学
希
望
で
し
た
。
そ

の
時
私
は
第
３
教
育
団
本
部

勤
務
で
、
夕
食
の
時
部
隊
の

話
を
少
し
し
た
ら
、
高
校
３

年
生
の
８
月
息
子
か
ら
「
お

父
さ
ん
俺
自
衛
隊
に
行
く
よ
」

と
言
い
だ
し
私
は
慌
て
て
広

報
官
に
電
話
を
入
れ
、
自
宅

に
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
衛
大
学
、
曹
候
補
士
は
受

付
が
終
わ
っ
て
い
て
、
一
般

２
士
を
受
験
し
て
平
成
11
年

に
福
岡
駐
屯
地
に
入
隊
し
ま

し
た
。

私
も
、
同
年
３
月
に
対
馬

駐
屯
地
に
勤
務
に
な
り
、
い

っ
き
に
家
族
み
ん
な
が
離
れ

ば
な
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
息
子
は
平
成
11
年
６
月

に
第
16
普
通
科
連
隊
重
迫
中

隊
（
大
村
）
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
息
子
か
ら

「
お
父
さ
ん
も
重
迫
中
隊
に
居

た
ん
だ
ね
」
と
言
わ
れ
、
こ

れ
も
何
か
の
縁
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

平
成
13
年
３
月
に
私
は
大

村
業
務
隊
に
転
勤
に
な
り
、

息
子
の
勤
務
内
容
が
私
の
目

に
は
い
る
よ
う
に
な
り
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
安

心
し
ま
し
た
。
そ
の
後
息
子

か
ら
「
准
看
護
師
の
試
験
合

格
し
た
よ
」
と
行
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
「
看
護
師
も
自

衛
官
で
あ
り
、
国
を
守
る
こ

と
は
同
じ
だ
か
ら
頑
張
れ
」

と
称
え
ま
し
た
。

息
子
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

お
も
し
ろ
い
出
来
事
は
、
私

が
他
の
駐
屯
地
に
行
っ
て
帰

っ
て
き
た
ら
総
務
の
先
任
が

「
今
度
臨
時
勤
務
に
来
て
く
れ

た
池
田
士
長
で
す
」
と
い
わ

れ
、
そ
の
時
は
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
わ
が
息
子
が
私
の

部
下
と
し
て
勤
務
す
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
３
ヵ
月
後
私
は
定
年
付

に
入
り
ま
し
た
。

息
子
も
、
准
看
護
師
の
教

育
の
た
め
入
校
し
、
私
は
平

成
15
年
12
月
定
年
を
迎
え
ま

し
た
。

今
は
息
子
も
３
曹
に
な
り

陸
上
自
衛
隊
で
一
番
厳
し

い
？
西
方
普
通
科
連
隊
で
日

夜
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
、
息
子
は
結
婚
し
今
年

６
月
に
は
孫
が
生
ま
れ
、
家

庭
が
一
気
に
賑
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
夕
食
時
は
、
息
子

か
ら
部
隊
の
流
れ
な
ど
話
を

聞
き
、
又
時
に
は
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

息
子
は
「
お
父
さ
ん
が
、

あ
の
時
自
衛
隊
の
話
を
し
な

か
っ
た
ら
、
俺
は
自
衛
隊
に

行
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」

と
言
い
、
本
当
に
自
衛
隊
に

入
っ
て
良
か
っ
た
と
い
い

「
お
父
さ
ん
あ
り
が
と
う
ね
」

と
い
い
ま
す
。

息
子
に
は
早
く
幹
部
に
な

っ
て
、
私
を
追
い
越
せ
と
言

い
励
ま
し
て
い
ま
す
。

私
も
再
就
職
と
し
て
佐
世

保
交
通
局
で
勤
務
し
な
が
ら
、

予
備
自
衛
官
、
県
北
佐
々
町

父
兄
会
会
長
と
し
て
、
父
兄

の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
佐

世
保
出
張
所
又
長
崎
県
連
父

兄
会
等
と
連
絡
を
密
接
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
募
集
活
動

等
を
協
力
す
る
所
存
で
す
。

「
自
衛
官
あ
っ
て
、
国
安
ら
か

な
り
」

佐
々
支
部
長池田

　
國
男

援
護
幹
部
へ

烏山３空佐

人
　
　
事

【 各 種 試 験 合 格 者 】

◆看護学生１次試験合格者（11月６日発表）

・長崎W1008・長崎W1010・長崎W1012・長崎W1014

・長崎W3010・長崎W3011・長崎W3013・長崎W4003

・長崎W5001・長崎W5002・長崎W5005・長崎W5010

・長崎W6005・長崎W6006・長崎W6007・長崎W6009

・長崎W6010・長崎W6018・長崎W6020・長崎W6021

・長崎W6022・長崎W6026・長崎W6027・長崎W7002

◆航空学生（航空要員）２次試験合格者（11月６日発表）

・長崎空1003・長崎空6001・長崎空6004・長崎空6008

◆航空学生（海上要員）２次試験合格者（11月10日発表）

・長崎海4001・長崎海4002・長崎海7001・長崎海9002

・長崎空4003・長崎空5002・長崎空9001

以上。おめでとうございます。

い
ま
喜
ぶ
息
子

危険業務従事者に叙勲

受章の栄をお慶び申し上げます
平成20年秋　危険業務従事者叙勲

【 瑞 宝 双 光 章 】
谷口　日出明氏

（元自衛官、自衛隊父兄会大村支部会員）

中村　仁　 氏

（元自衛官、自衛隊父兄会大村支部会員）

【 瑞 宝 単 光 章 】
橋　孝一　 氏

（元自衛官、自衛隊父兄会大村支部会員）

自衛隊父兄会大村支部

10
月
31
日
、
大
村
市
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
（
シ
ー
ハ
ッ

ト
お
お
む
ら
）
に
お
い
て
県

戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
（
会
長

金
子
知
事
）
主
催
「
長
崎
県

戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ

た
。追

悼
式
は
、
県
出
身
の
戦

死
者
約
６
万
７
百
柱
を
慰
霊

す
る
も
の
で
あ
り
、
毎
年
実

施
さ
れ
今
年
で
54
回
目
で
あ

る
。式

典
に
先
立
ち
、
第
16
普

通
科
連
隊
（
大
村
）
音
楽
部

に
よ
る
「
追
悼
演
奏
」
が
行

わ
れ
た
。

式
典
に
は
、
県
内
各
地
か

ら
遺
族
会
会
員
や
戦
友
が
、

ま
た
、
自
衛
隊
か
ら
は
県
内

の
各
部
隊
指
揮
官
等
及
び
協

力
団
体
関
係
者
等
約
３
０
０

０
名
が
参
加
し
た
。

開
式
の
後
、
音
楽
部
に
よ

る
「
国
歌
斉
唱
」
が
行
わ
れ

「
国
の
鎮
め
」
を
吹
奏
、
戦
没

者
に
対
し
て
黙
祷
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
、
遺
族
代
表
４

名
に
よ
る
祭
壇
へ
の
献
花
に

つ
づ
き
、
参
列
者
等
が
祭
壇

に
花
を
手
向
け
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
っ
た
。

県
戦
没
者
追
悼
式

【
転
　
入
】

◇
長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

援
護
幹
部
へ

３
等
空
佐
　
烏
山
　
清
治

（
警
戒
航
空
隊
　
浜
松
）

11
月
１
日
付

五
島
市
三
井
楽
町
出
身
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
防
衛
大
臣
感
謝
状
】

◇
募
集
功
労
（
団
体
）

西
海
学
園
高
等
学
校
　
様

10
月
18
日
付

【
佐
世
保
地
方
総
監
感
謝
状
】

◇
一
般
功
労

大
神
　
照
彦
　
様

小
林
　
正
宣
　
様

宮
脇
　
雅
俊
　
様

10
月
29
付

【
西
部
方
面
総
監
感
謝
状
】

◇
援
護
功
労
（
団
体
）

株
式
会
社

全
日
警
　
長
崎
支
社
　
様

株
式
会
社

富
建
　
様

11
月
２
日
付

【
永
年
勤
続
者
表
彰
】

◇
25
年
表
彰

・
募
集
課
長

２
等
陸
佐
　
　
林
　
　
　
優

・
長
崎
募
集
案
内
所

１
等
海
曹
　
　
植
木
　
圭
介

・
総
務
課

防
衛
事
務
官
　
串
崎
　
康
也

◇
10
年
表
彰

・
総
務
課

２
等
陸
曹
　
　
田
中
　
将
仁

３
等
海
曹
　
　
森
　
　
経
美

写真右前から

・串崎事務官

・林２佐

・植木１曹

後右から

・田中２曹

・森３曹

海上自衛隊佐世保音楽隊
クリスマスコンサート

とき：平成20年12月5日

ところ：シーハットおおむら

お問い合せ：第22航空群広報

電話　0957-52-3131

以
上
11
月
１
日
付

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長崎市常盤町2-24
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発
行
日：

毎
月
15
日
　
発
行
部
数：

約
１
万
１
千
部
、
送
付
（
配
布
）
先：

防
衛
省
・
全
国
の
各
地
方
協
力
本
部
・
総
監
部
・
師
団
・
陸
海
空
各
部
隊
等
・
自
衛
隊
協
力
団
体

（
防
衛
協
会
・
自
衛
隊
父
兄
会
・
隊
友
会
等
）
会
員
・
募
集
相
談
員
、
予
備
自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官
、
地
本
O
B
会
員
、
市
役
所
・
役
場
、
学
校
、
そ
の
他

「
長
崎
地
本
だ
よ
り
」
は

毎
月
1
日
に
発
刊
し
て
い
ま
す

株式会社アーデンホーム長崎�
代表取締役　引地純一郎　（私の息子も自衛官です）�

長崎市昭和3丁目234-9-103

�(095)808-5405

輸入住宅�

トーマスの家�

1,050万円�

この家に暮らす子供たちよ・・・�
世界の偉人となりなさい。�

"トーマスの家は"株式会社アーデンホーム長崎の登録商標です。�

建物本体価格�

ホームページもご覧下さい。�
桜の里にもモデルハウス公開中�

輸入住宅産業協議会正会員�

http://www.ardenhome.co.jp

1F 2F
イメージパースにつき実際とは違うことがあります。�

１階床面積　54.65㎡�
２階床面積　48.91㎡�

延べ床面積　101.23㎡（30.62坪）�
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長
崎
地
本
は
10
月
21
日
、
大

村
市
内
の
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お

む
ら
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会

福
岡
支
部
主
催
に
よ
る
「
任

期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
」

を
支
援
し
た
。

説
明
会
は
、
毎
年
実
施
し

て
お
り
平
成
12
年
開
始
以
来

今
回
で
９
年
目
を
迎
え
る
。

今
回
は
、
建
設
・
製
造
・

運
輸
・
卸
売
小
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
県
内
企
業
33
社
、

県
外
企
業
12
社
の
計
45
社
と
来

年
の
３
・
４
月
に
主
と
し
て

県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
隊

員
57
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。部

内
か
ら
は
、
海
自
佐
世

保
基
地
業
務
隊
司
令
、
陸
自

西
方
総
監
部
援
護
業
務
課
福

岡
分
室
長
、
第
４
師
団
第
１

部
総
括
幹
部
、
海
自
佐
世
保

地
方
総
監
部
・
大
村
航
空
基

地
援
護
担
当
者
等
も
視
察
に

訪
れ
、
任
期
制
隊
員
の
再
就

職
準
備
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
伺
え
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
企
業
側

に
は
実
施
内
容
の
説
明
の
前

に
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡
支

部
長
と
長
崎
地
本
長
が
挨
拶

を
行
い
、
平
素
の
お
礼
を
述

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
変

長
崎
地
本
は
11
月
３
日
か

ら
７
日
、
相
浦
駐
屯
地
に
お

い
て
第
１
１
８
教
育
大
隊
が

実
施
し
た
予
備
自
衛
官
５
日

間
訓
練
を
支
援
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
第
３
２
３

共
通
教
育
中
隊
が
担
当
し
、

清
々
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
予

備
自
衛
官
31
名
が
出
頭
し
た
。

１
日
目
は
身
体
検
査
の
後
、

地
本
長
が
永
年
勤
続
表
彰
者

を
表
彰
し
予
備
自
衛
官
の

方
々
に
厚
い
激
励
の
言
葉
を

訓
辞
し
た
。
ま
た
、
午
後
か

ら
隊
友
会
佐
世
保
副
支
部
長

の
宮
田
氏
が
隊
友
会
の
活
動

状
況
を
講
話
さ
れ
た
。

な
お
永
年
勤
続
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
。

【
防
衛
大
臣
表
彰
】

１
等
陸
曹
　
大
久
保
　
勤
　

【
地
本
長
褒
賞
】

３
等
陸
尉
　
後
藤
　
敏
彦

加
瀬
川
敏
博

わ
ら
ぬ
協
力
を
お
願
い
し
た
。

隊
員
は
、
三
時
間
と
短
い

面
接
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
希
望
に
応
じ
た
職

業
の
企
業
を
訪
問
し
熱
心
に

説
明
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
、
実
施
前
に
は
企
業

側
と
引
率
中
隊
長
等
と
の
懇

談
会
が
あ
り
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
今
後
の
就
職

援
護
指
導
の
参
考
と
さ
れ
た
。

ほ
ぼ
定
刻
に
説
明
会
を
終

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に

帰
っ
て
行
く
隊
員
の
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
表
情
か
ら
こ
の
説

明
会
が
、
再
就
職
準
備
に
向

け
て
良
い
機
会
と
な
っ
た
の

が
感
じ
ら
れ
た
。

援
護
担
当
者
一
同
、
参
加

隊
員
の
将
来
へ
の
更
な
る
活

躍
を
祈
り
た
い
。

長
崎
地
本
は
10
月
24
日
か
ら

28
日
、
大
村
駐
屯
地
に
お
い

て
第
16
普
通
科
連
隊
が
実
施

し
た
予
備
自
衛
官
５
日
間
訓

練
を
支
援
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
本
部
管
理

中
隊
が
担
当
し
、
清
々
し
い

秋
晴
れ
の
中
、
予
備
自
衛
官

１
１
０
名
が
出
頭
し
た
。
１

日
目
は
身
体
検
査
の
後
、
副

本
部
長
が
永
年
勤
続
表
彰
者

を
表
彰
し
、
隊
友
会
副
会
長

の
秋
吉
氏
が
隊
友
会
の
活
動

状
況
を
講
話
さ
れ
た
。
ま
た

10
月
26
日
に
は
、
４
部
隊
合
同

記
念
行
事
に
お
い
て
記
念
式

典
や
、
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

た
。な

お
永
年
勤
続
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
。

【
地
本
長
表
彰
】

准
陸
尉
　
　
柳
本
　
清
平

古
川
　
博
幸

田
中
　
栄
次

木
村
　
義
行

【
地
本
長
褒
賞
】

１
等
陸
尉
　
平
戸
　
昌
春

２
等
陸
尉
　
出
口
　
雅
敏

10
月
17
日
か
ら
21
日
の
間
佐

世
保
教
育
隊
に
於
い
て
予
備

自
衛
官
５
日
間
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
今
回
長
崎
地
本
支
援

の
予
備
自
衛
官
11
名
が
出
頭

し
た
。
ま
た
、
同
期
間
で
第

22
航
空
群
に
お
い
て
も
予
備

自
衛
官
５
日
間
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
大
村
航
空
基
地
隊
が

担
任
し
、
長
崎
地
本
支
援
の

予
備
自
衛
官
18
名
が
出
頭
し

た
。
予
備
自
衛
官
は
１
年
ぶ

り
の
再
会
に
旧
交
を
あ
た
た

め
た
。

な
お
、
最
終
日
の
10
月
21
日

に
佐
世
保
教
育
隊
と
第
22
航
空

群
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
永
年

勤
続
表
彰
の
受
賞
者
は
以
下
の

と
お
り
。

【
総
監
褒
賞
】

２
等
海
尉
　
山
本
　
太
一

准
海
尉
　
小
寺
　
諦
、

【
地
本
長
表
彰
】

１
等
海
尉
　
大
上
晴
　
夫

准
海
尉
　
小
寺
　
諦

萩
原
　
勝

福
田
　
武
則
　

３
等
海
曹
　
大
塚
　
康
範

10
月
23
日
及
び
24
日
の
２
日

間
、
長
崎
地
本
は
西
部
方
面
隊

が
実
施
す
る
三
自
衛
隊
統
一
就

職
援
護
広
報
を
支
援
し
た
。

同
広
報
に
は
長
崎
の
企
業
か

ら
、
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
代
表

取
締
役
の
田
崎
耕
太
郎
氏
が
参

加
し
陸
海
空
自
衛
隊
の
そ
れ
ぞ

れ
の
部
隊
を
研
修
し
た
。

当
日
の
天
候
は
、
あ
い
に
く

の
雨
で
霧
島
演
習
場
研
修
が
都

城
駐
屯
地
研
修
に
変
更
と
な
っ

た
が
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
実

際
に
使
用
し
た
軽
装
甲
車
へ
の

試
乗
や
隊
員
が
使
用
し
た
物
と

同
様
の
装
備
（
鉄
帽
・
防
弾
チ

ョ
ッ
キ
）
の
着
用
な
ど
日
頃
経

験
で
き
な
い
体
験
を
し
た
。
ま

た
、
空
自
新
田
原
基
地
に
お
い

て
は
、
合
図
か
ら
５
分
以
内
に

発
信
準
備
を
完
了
さ
せ
る
デ
モ

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
見
学
等
、
隊

員
の
訓
練
練
度
の
高
さ
に
驚
き

の
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

懇
親
会
で
は
、
西
部
方
面
行

政
副
長
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

各
部
隊
長
等
と
の
懇
親
の
中
、

退
職
自
衛
官
の
雇
用
に
関
す
る

活
発
な
意
見
交
換
が
終
始
行
わ

れ
て
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
も
、

ぜ
ひ
退
職
自
衛
官
を
雇
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
お
言

葉
を
頂
き
今
回
の
広
報
は
所
期

の
成
果
を
収
め
終
了
し
た
。

相
浦
第
１
次

５
日
間
訓
練

大
村
第
４
次

５
日
間
訓
練

海
上
予
備
自

５
日
間
訓
練

部
隊
研
修
に
お
け
る

民

間

企

業

の

声

三
自
衛
隊
統
一
援
護
広
報

長
崎
県
隊
友
会
は
、
10
月
24

日
〜
25
日
に
、
沖
縄
市
で
開

催
さ
れ
た
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ

ッ
ク
研
修
会
に
12
名
が
参
加

し
た
。
同
研
修
会
は
九
州
・

沖
縄
各
県
の
持
ち
回
り
で
毎

年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年

は
約
２
０
０
名
が
参
加
す
る

活
気
あ
ふ
れ
る
盛
大
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

最
初
に
、
来
賓
等
紹
介
、

国
歌
斉
唱
、
殉
職
者
・
物
故

者
に
黙
祷
、
九
州
・
沖
縄
地

方
連
絡
協
議
会
長
、
沖
縄
県

隊
友
会
会
長
挨
拶
及
び
隊
友

会
本
部
執
行
役
員
挨
拶
が
行

わ
れ
、
研
修
で
は
、
隊
友
会

本
部
執
行
役
員
（
講
師：

田

内
　
浩
氏
）
が
「
公
益
法
人

移
行
で
隊
友
会
は
ど
う
変
わ

る
か
」
、
元
東
北
方
面
総
監

（
講
師：

長
谷
川
　
重
孝
氏
）

が
「
憲
法
問
題
の
現
状
と
政

治
へ
の
期
待
」、
そ
し
て
空
自

南
西
航
空
団
司
令
（
講
師：

山
川
龍
夫
空
将
）
が
「
南
西

諸
島
防
衛
の
現
状
と
今
後
の

展
望
」
と
題
し
て
講
話
が
行

わ
れ
た
。

沖
縄
隊
友
会
会
長
か
ら
21

年
度
担
当
の
佐
賀
県
隊
友
会

会
長
へ
引
継
行
事
が
行
わ
れ

た
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

翌
25
日
は
、
戦
史
研
修
と

し
て
那
覇
市
近
郊
及
び
中

部
・
南
部
戦
跡
巡
り
を
行
っ

た
後
、
沖
縄
を
後
に
し
た
。

九

州

沖

縄

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

隊

友

会
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（
10
月
号
で
は
、
定
年
後
両
親

の
面
倒
を
見
る
た
め
東
京
で

の
再
就
職
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
）

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
海
幕

援
護
の
事
務
官
が
「
館
山

（
千
葉
県
）
の
館
山
病
院
に
は

少
し
つ
て
が
あ
り
ま
す
。
無

理
で
し
ょ
う
が
、
ダ
メ
元
で

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
の
連
絡
が
あ
り
「
ぜ
ひ
お

願
い
し
ま
す
」
と
依
頼
し
た

ら
な
ん
と
そ
の
病
院
で
ボ
イ

ラ
１
級
を
持
っ
た
人
で
管
理

者
の
で
き
る
人
を
捜
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

田
舎
で
す
か
ら
処
遇
は
都

会
に
比
べ
悪
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
毎
日
実
家
か
ら
12
〜

３
分
で
通
勤
で
き
る
こ
と
を

思
え
ば
働
く
場
所
が
あ
る
だ

け
有
難
く
処
遇
の
こ
と
は
問

わ
ず
O
Ｋ
し
ま
し
た
。（
定
年

の
約
１
年
前
）

実
家
に
帰
っ
て
１
年
後
Ｈ

17
年
１
月
に
父
が
88
歳
で
他
界

し
、
翌
年
10
月
に
母
が
突
然

の
交
通
事
故
で
他
界
し
ま
し

た
。
全
く
一
人
に
な
っ
た
の

で
単
身
赴
任
し
て
い
る
意
味

は
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、

一
周
忌
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
し
一
周
忌
が
過
ぎ
て

転
居
を
考
え
ま
し
た
。
し
か

し
一
人
で
生
活
す
る
と
食
事

や
自
宅
の
管
理
等
大
変
で
全

く
余
裕
が
な
く
、
母
の
突
然

の
事
故
を
経
験
し
、
人
間
は

い
つ
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
、
家
族
で
生
活
で
き
る
と

き
は
一
緒
に
生
活
し
よ
う
。

仕
事
は
何
と
か
な
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
19
年
６
月
に
退
職
願
を

出
し
ま
し
た
が
、
結
局
病
院

の
都
合
等
も
あ
り
９
月
15
日

に
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
が
な
か
っ
た
ら
好
き

な
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
た
の
は
幻
想
で
し
た
。

生
活
リ
ズ
ム
を
作
る
難
し

さ
、
無
収
入
の
不
安
、
社
会

と
断
絶
し
た
よ
う
な
淋
し
さ
、

将
来
の
不
安
等
々
退
職
し
た

こ
と
を
若
干
悔
や
ん
で
い
た

も
の
で
す
。
し
か
し
、
投
げ

た
賽
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

海
幕
等
を
通
じ
て
長
崎
で
仕

事
を
探
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

幸
い
に
も
知
り
合
い
が
居
る

施
設
管
理
関
係
の
Ｆ
社
が
採

用
し
て
く
れ
そ
う
な
話
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｈ
20
年
３
月
上
旬
転
居
し

長
崎
に
行
き
、
Ｆ
社
か
ら
の

面
接
を
待
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
突
然
断
り
の
連
絡
が
地

本
か
ら
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。

失
業
手
当
の
関
係
で
翌
日
、

長
崎
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行

き
ま
し
た
の
で
、
求
人
情
報

を
見
て
い
る
と
、
比
較
的
好

条
件
で
現
在
の
会
社
（
シ
ン

セ
イ
テ
ク
ノ
ス
）
が
浄
水
場

の
応
募
を
し
て
い
ま
し
た
。

保
有
資
格
は
電
験
３
種
で
し

た
。
自
分
は
60
歳
を
過
ぎ
て

い
る
の
で
た
ぶ
ん
ダ
メ
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
一
応

そ
の
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
を
頂
き
本
社
に
直
接
願

書
を
持
参
し
ま
し
た
。

面
接
は
３
月
24
日
に
行
わ

れ
、
そ
の
時
夜
勤
も
あ
る
事

を
言
わ
れ
た
が
、
歳
も
60
を

過
ぎ
て
い
る
の
で
で
き
れ
ば

日
勤
の
方
が
良
い
と
言
う
こ

と
と
、
１
〜
２
ヵ
月
に
一
度

３
〜
４
日
の
連
続
し
た
休
暇

が
ほ
し
い
事
を
申
し
出
ま
し

た
。
面
接
官
は
履
歴
書
を
見

て
特
に
資
格
の
取
得
に
興
味

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
何
か
意

図
し
て
こ
の
よ
う
な
資
格
を

取
得
し
た
の
か
聞
か
れ
ま
し

た
。仕

事
は
、
下
水
な
ら
日
勤

で
よ
い
し
、
休
暇
も
取
り
や

す
い
と
言
う
こ
と
で
大
丈
夫

か
と
聞
か
れ
、
下
水
の
勤
務

状
況
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
だ
ぶ
ん
大
丈

夫
と
思
う
と
答
え
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
東
部
下
水
場

で
４
月
10
日
か
ら
勤
務
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
下
水
場
の
勤
務
は
環
境
、

体
力
的
に
も
過
酷
で
、
ま
た

職
場
は
若
い
人
が
多
く
、
60

歳
の
私
は
最
年
長
の
技
術
員

で
、
24
歳
の
人
か
ら
学
ぶ
等

体
力
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的

に
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
正
直
言
っ
て
辞
め
よ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
「
自

衛
隊
の
偉
そ
う
な
幹
部
が
尻

尾
を
巻
い
て
逃
げ
た
」
と
言

わ
れ
る
の
が
悔
し
く
、
し
ば

ら
く
頑
張
っ
て
見
よ
う
と
我

慢
し
て
自
分
な
り
に
努
力
し

て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
４
月
21
日
に
、

本
社
の
人
か
ら
「
当
社
が
市

民
会
館
の
施
設
維
持
管
理
を

受
注
し
た
。
６
月
か
ら
責
任

者
と
し
て
そ
ち
ら
に
移
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
話
が
舞
い
込

ん
で
き
ま
し
た
。
仕
様
書
を

見
た
ら
請
け
負
う
会
社
の
必

要
な
資
格
は
「
ビ
ル
管
、
電

験
３
種
、
ボ
イ
ラ
１
級
、
乙

種
危
険
物
」
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

現
役
時
代
私
が
資
格
を
取

得
す
る
に
至
っ
た
経
緯
等
を

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
22
航
空
群
（
群
司
令：

山
本
敏
弘
海
将
補
）
は
、
10

月
10
日
長
崎
女
子
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
（
園
長：
犬
塚

光
男
）
園
児
等
１
５
３
名
の

大
村
航
空
基
地
見
学
を
支
援

し
た
。

こ
れ
は
、
長
崎
地
方
協
力

本
部
の
依
頼
に
基
づ
き
、
海

自
航
空
部
隊
紹
介
広
報
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

秋
空
の
下
、
午
前
10
時
、

バ
ス
４
台
で
大
村
航
空
基
地

に
到
着
、
園
児
達
は
長
崎
市

内
か
ら
約
１
時
間
の
長
旅
に

も
疲
れ
を
見
せ
ず
、
元
気
に

「
お
は
お
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

笑
顔
で
挨
拶
し
て
い
た
。

午
前
中
は
２
個
班
に
分
か

れ
、
エ
プ
ロ
ン
地
区
で
第
72

航
空
隊
「
U
H
｜
60
Ｊ
救
難

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
の
見
学
及

び
、
基
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大

村
航
空
基
地
隊
地
上
救
難
班

の
「
消
防
車
」
見
学
を
実
施

し
、
身
近
で
見
る
大
型
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
と
消
防
車
に
圧
倒

さ
れ
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
見
学

す
る
と
と
も
に
、
記
念
写
真

に
収
ま
っ
て
い
た
。

特
に
、
消
防
車
の
見

学
で
は
、
園
児
達
の
前

に
放
水
し
な
が
ら
登
場

す
る
消
防
車
の
勇
姿
に

大
感
激
し
、
地
上
救
難

班
隊
員
は
大
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
。

昼
食
は
、
広
い
基
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
上
で
お

弁
当
を
広
げ
、
時
折
上

空
を
飛
行
す
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
見
上
げ
な
が

ら
、
秋
空
の
下
で
時
間

を
忘
れ
て
遊
ぶ
姿
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

４
時
間
余
り
の
短
い

航
空
基
地
見
学
で
は
あ
っ
た

が
、
園
児
達
は
海
上
自
衛
隊

に
対
す
る
感
謝
の
思
い
を
胸

に
、
大
き
な
声
で
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨

拶
し
、
午
後
２
時
笑
顔
で
、

大
村
航
空
基
地
を
後
に
し
た
。
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漢 詩 ２
術
校
（
横
須
賀
）
教
育

１
部
長
の
時
、
A
教
官
か
ら

「
部
長
は
何
か
資
格
を
お
持
ち

で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で

「
普
免
だ
け
だ
よ
」
と
答
え
ま

す
と
「
そ
れ
は
淋
し
い
で
す

ね
、
ボ
イ
ラ
２
級
で
も
取
り

ま
せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。今

更
勉
強
し
て
試
験
を
受

け
る
の
も
面
倒
だ
し
、
も
し

試
験
に
失
敗
し
た
ら
１
部
長

と
し
て
恥
ず
か
し
い
な
ど
と

考
え
、
消
極
的
に
返
事
し
ま

し
た
。
A
教
官
は
「
大
丈
夫

で
す
よ
、
私
が
問
題
集
を
準

備
し
ま
す
か
ら
そ
れ
を
や
れ

ば
絶
対
に
合
格
し
ま
す
よ
」

と
い
う
の
で
し
ぶ
し
ぶ
そ
の

問
題
集
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
資
格
取
得
の

道
が
続
き
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ

２
級
が
取
れ
れ
ば
ボ
イ
ラ
整

備
士
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で

す
し
、
ボ
イ
ラ
１
級
も
大
差

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
年

の
夏
、
A
教
官
か
ら
電
験
３

種
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
と
言

わ
れ
、
乗
り
気
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
彼
も
受
験
す

る
と
い
う
の
で
そ
の
勢
い
に

押
さ
れ
受
験
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
平
日
は
な
か

な
か
勉
強
で
き
ま
せ
ん
し
、

土
日
は
隔
週
で
実
家
に
帰
省

し
実
家
の
環
境
整
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

勉
強
は
主
と
し
て
空
い
た
土

日
に
図
書
館
等
に
行
き
ま
し

た
。（
怠
け
者
で
自
宅
で
は
な

か
な
か
で
き
な
い
か
ら
で
す
）

し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
い
た
ゴ
ル
フ
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
以
降
ほ

と
ん
ど
ゴ
ル
フ
を
し
な
く
な

り
ま
し
た
。

（
更
に
、
資
格
取
得
は
・
・
・

続
く
）

投稿

幼

稚

園

児

、

消
防
車
と
航
空
機

に

大

感

激

！

連
続
掲
載

海自OB

安田　博行


